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(1)連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第3四半期  384,705  △4.1  32,792  4.0  24,944  4.8  15,575  13.7
22年3月期第3四半期  401,342  △4.0  31,536  △5.1  23,811  △1.2  13,698  3.5

  1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益 

  円 銭 円 銭 

23年3月期第3四半期  21.54 ― 

22年3月期第3四半期  18.81 ― 

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第3四半期  1,267,644  214,742  16.7  292.97
22年3月期  1,299,289  213,218  16.2  288.76

（参考）自己資本 23年3月期第3四半期 百万円 211,510 22年3月期 百万円 210,247

  年間配当金 

  第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ―  3.50 6.50

23年3月期 ― 3.00 ―     

23年3月期 

（予想） 
       3.50 6.50

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり当期 

純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  516,100  △2.7  35,200  9.4  24,500  17.2  11,500  △6.0  15.91

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   



4．その他（詳細は、［添付資料］5ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

  
  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定しております。従って、実際の業績は業況の変化などにより記載の予想とは異なる場合
があります。 
 業績予想に関する事項は、［添付資料］4ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無   

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有   

①  会計基準等の改正に伴う変更   有  

②  ①以外の変更  無 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Ｑ 736,995,435株 22年3月期 736,995,435株 

②  期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 15,031,637株 22年3月期 8,885,469株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 723,162,975株 22年3月期3Ｑ 728,399,659株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）のわが国経済は、企業収益の改善や民間設

備投資の持ち直しなど、一部で景気回復に向けた動きが見られたものの、依然として厳しい雇用・所得環境が続い

たほか、個人消費も本格的な回復までには至らず、当社グループを取り巻く事業環境は総じて厳しい状況で推移い

たしました。  

    このような状況のもと、当社グループでは各事業にわたり積極的な営業活動を行いましたが、各事業において景

   気低迷の影響を受けたことから、営業収益は3,847億５百万円と、前年同期に比べ166億３千７百万円の減少（前年

   同期比4.1％減）となりました。しかしながら、営業利益は経費の節減に努めた結果、327億９千２百万円と、前年

   同期に比べ12億５千６百万円の増加（前年同期比4.0％増）となったほか、経常利益は249億４千４百万円と、前年

   同期に比べ11億３千２百万円の増加（前年同期比4.8％増）となりました。これに伴い、四半期純利益は155億７千

   ５百万円と、前年同期に比べ18億７千７百万円の増加（前年同期比13.7％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

① 運輸業 

  運輸業では、鉄道事業において輸送人員が堅調に回復していることに加え、自動車運送事業において都市部の

  輸送人員や石油販売収入が増加したことから、営業収益は1,285億８千万円と、前年同期に比べ９億９千１百万 

 円増加（前年同期比0.8％増）、営業利益につきましても、226億５千４百万円と、前年同期に比べ３億８千２百

 万円の増加（前年同期比1.7％増）となりました。 

  

(業種別営業成績表) 

  

② 流通業 

  流通業では、百貨店業において景気低迷に伴う消費マインドの冷え込みから、新宿店、町田店、藤沢店の各店

 において減収となったほか、ストア業でも不採算店舗の閉鎖や営業時間の短縮などにより減収となりました。そ

 の結果、営業収益は1,689億６千７百万円と、前年同期に比べ61億８千６百万円減少（前年同期比3.5％減）いた

 しました。しかしながら、営業利益につきましては各社において費用の削減に努めましたことから、22億８千５

 百万円と、前年同期に比べ19億３千１百万円の増加（前年同期比544.9％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

業種別

当第３四半期連結累計期間 
（22．４．１～22．12．31） 

営業収益（百万円） 対前年同期増減率（％）

鉄道事業 95,705 0.3 

自動車運送事業 29,544 2.8 

タクシー事業 2,430 △4.9 

航路事業 1,636 △0.4 

索道業 1,558 2.2 

その他運輸業 830 0.6 

消去 △3,125 ― 

営業収益計 128,580 0.8 



(業種別営業成績表) 

  

 ③ 不動産業 

   不動産業では、不動産分譲業において前年度のマンション分譲の反動により販売戸数が減少したほか、不動産

    賃貸業においても、前年度に当社が保有していた「東京オペラシティビル」の持分を売却したことに伴い賃貸収

    入が減収となったことから、営業収益は413億６千９百万円と、前年同期に比べ121億５百万円の減少（前年同期

  比22.6％減）、営業利益につきましても、76億３千８百万円と、前年同期に比べ19億４千７百万円の減少（前年

  同期比20.3％減）となりました。 

  

(業種別営業成績表) 

  

④ その他の事業 

  その他の事業では、(株)小田急エンジニアリングの完成工事高の減少などにより、営業収益は704億４千７百 

 万円と、前年同期に比べ８億７千９百万円減少（前年同期比1.2％減）いたしました。営業利益につきまして 

 は、ホテル業などにおける費用の削減により８千７百万円（前年同期は７億７千１百万円の営業損失）となりま

 した。 

  

業種別

当第３四半期連結累計期間 
（22．４．１～22．12．31） 

営業収益（百万円） 対前年同期増減率（％）

百貨店業 

小田急百貨店新宿店 66,676 △4.1 

小田急百貨店町田店 32,039 △2.2 

小田急百貨店藤沢店 11,302 △2.6 

その他 5,575 △0.2 

計 115,594 △3.2 

ストア業等 60,125 △4.0 

消去 △6,751 ― 

営業収益計 168,967 △3.5 

業種別

当第３四半期連結累計期間 
（22．４．１～22．12．31） 

営業収益（百万円） 対前年同期増減率（％）

不動産分譲業 14,252 △41.6 

不動産賃貸業 29,311 △6.8 

その他 942 △5.4 

消去 △3,137 ― 

営業収益計 41,369 △22.6 



(業種別営業成績表) 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 全般の状況 

  当第３四半期連結会計期間末における総資産は１兆2,676億４千４百万円となり、前連結会計年度末と比べ316

 億４千５百万円減少いたしました。これは、主に固定資産における減価償却が進んだことなどによるものであり

 ます。また、負債の部は１兆529億２百万円となり、前連結会計年度末と比べ、331億６千８百万円減少いたしま

 した。これは、借入金の返済などによるものであります。 

  純資産の部は、2,147億４千２百万円となり、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことなどから 

 前連結会計年度末と比べ15億２千３百万円増加いたしました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

  当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）における営業活動によるキャッシュ・フ

 ローは、税金等調整前四半期純利益247億９千５百万円に減価償却費や法人税等の支払額などを加減した結果、 

 494億１千２百万円の資金収入となりました。一方、投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資の進捗に 

 より345億９千８百万円の資金支出となったほか、財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済と自己 

 株式の取得などにより330億３千万円の資金支出となりました。 

  これらの結果、現金及び現金同等物の当第３四半期末残高は、前連結会計年度末と比べ181億９千万円減少 

 し、132億６千万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

   当期の連結業績予想につきましては、第３四半期までの業績などを踏まえ平成22年10月28日に公表いたしました

  業績予想を変更しております。 

     第４四半期の業績は、雇用や消費が低調に推移することが見込まれることから、引き続き厳しい事業環境が続く

  ものと考えております。このことから、流通業とその他の事業において営業収益の見通しを引き下げております。

    しかしながら、輸送人員が堅調に推移している運輸業や不動産業では見通しを引き上げておりますことから、営業

    収益は5,161億円（前期比2.7％減）と、従来の予想から６億円引き上げております。 

  営業利益については、費用の減少を見込むことなどから、運輸業、流通業、不動産業において見通しを引き上 

 げ、352億円（前期比9.4％増）と５億円引き上げるほか、経常利益については245億円（前期比17.2％増）と９億

 円引き上げております。しかしながら、当期純利益につきましては法人税等の増加を見込んでおり115億円（前期

 比6.0％減）と従来の予想を据え置いております。 

   セグメント別の詳細につきましては、13ページ「４．補足情報（参考２）」をご参照ください。 

  ※上記の予想は、現時点で得られた情報に基づいて算定しております。従って実際の業績は業況の変化などにより

   記載の予想とは異なる場合があります。 

業種別

当第３四半期連結累計期間 
（22．４．１～22．12．31） 

営業収益（百万円） 対前年同期増減率（％）

ホテル業 

ハイアットリージェンシー
東京 7,778 12.5 

ホテルセンチュリー静岡 2,298 △8.1 

小田急ホテルセンチュリー
サザンタワー 2,375 4.4 

その他 6,229 △15.7 

計 18,682 △2.1 

レストラン飲食業 15,997 △0.6 

旅行業 5,233 0.1 

ビル管理・メンテナンス業 14,076 △1.2 

その他 19,704 △7.3 

消去 △3,248 ― 

営業収益計 70,447 △1.2 



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

  重要な事項はありません。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の原則・手続の変更 

 ア 「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 当該変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は80百万円、税金等調整前四半期純利益

は1,142百万円それぞれ減少しております。 

  

 イ 「企業結合に関する会計基準」等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。 

  

② 表示方法の変更 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,356 31,552

受取手形及び売掛金 22,379 19,580

有価証券 30 10

商品及び製品 12,721 11,464

分譲土地建物 36,857 36,365

仕掛品 1,454 375

原材料及び貯蔵品 1,687 1,447

その他 32,037 31,972

貸倒引当金 △207 △189

流動資産合計 120,317 132,578

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 479,992 486,113

機械装置及び運搬具（純額） 65,613 69,731

土地 380,487 374,331

建設仮勘定 116,091 118,710

その他（純額） 12,069 13,106

有形固定資産合計 1,054,253 1,061,993

無形固定資産   

のれん 3,282 4,746

その他 13,426 14,651

無形固定資産合計 16,709 19,397

投資その他の資産   

投資有価証券 50,798 58,522

その他 26,323 27,627

貸倒引当金 △757 △829

投資その他の資産合計 76,364 85,319

固定資産合計 1,147,327 1,166,710

資産合計 1,267,644 1,299,289



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 28,387 24,430

短期借入金 185,621 215,514

1年以内償還社債 30,000 40,000

未払法人税等 3,452 7,881

前受金 38,315 35,597

賞与引当金 4,449 7,315

商品券等引換引当金 777 1,195

その他の引当金 59 97

資産除去債務 35 －

その他 80,732 87,000

流動負債合計 371,831 419,031

固定負債   

社債 210,000 175,000

長期借入金 227,428 241,275

鉄道・運輸機構長期未払金 110,700 114,992

退職給付引当金 29,470 30,701

資産除去債務 1,361 －

受託工事長期前受金 25,730 20,883

その他 56,405 60,686

固定負債合計 661,096 643,539

特別法上の準備金   

特定都市鉄道整備準備金 19,975 23,500

特別法上の準備金合計 19,975 23,500

負債合計 1,052,902 1,086,071

純資産の部   

株主資本   

資本金 60,359 60,359

資本剰余金 58,566 58,572

利益剰余金 89,701 78,844

自己株式 △9,665 △4,887

株主資本合計 198,961 192,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,311 18,121

土地再評価差額金 △762 △762

評価・換算差額等合計 12,548 17,358

少数株主持分 3,231 2,970

純資産合計 214,742 213,218

負債純資産合計 1,267,644 1,299,289



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益 401,342 384,705

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 299,805 286,166

販売費及び一般管理費 70,001 65,745

営業費合計 369,806 351,912

営業利益 31,536 32,792

営業外収益   

受取利息 26 20

受取配当金 1,033 1,040

持分法による投資利益 498 175

環境対策費用戻入益 715 －

投資有価証券割当益 － 342

雑収入 1,515 1,482

営業外収益合計 3,789 3,061

営業外費用   

支払利息 10,334 9,334

雑支出 1,179 1,575

営業外費用合計 11,513 10,909

経常利益 23,811 24,944

特別利益   

固定資産売却益 197 37

工事負担金等受入額 1,220 3,574

特定都市鉄道整備準備金取崩額 3,525 3,525

その他 435 204

特別利益合計 5,378 7,341

特別損失   

固定資産売却損 76 114

固定資産圧縮損 1,125 3,710

固定資産除却損 2,240 2,286

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,066

その他 101 313

特別損失合計 3,544 7,490

税金等調整前四半期純利益 25,645 24,795

法人税、住民税及び事業税 10,106 7,203

法人税等調整額 1,608 1,730

法人税等合計 11,714 8,933

少数株主損益調整前四半期純利益 － 15,861

少数株主利益 233 285

四半期純利益 13,698 15,575



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 25,645 24,795

減価償却費 43,107 41,454

減損損失 40 180

のれん償却額 1,475 1,459

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,066 △2,876

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,958 △1,285

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30 △54

商品券等引換引当金の増減額（△は減少） △122 △417

受取利息及び受取配当金 △1,060 △1,060

支払利息 10,334 9,334

持分法による投資損益（△は益） △498 △175

環境対策費用戻入益 △715 －

投資有価証券割当益 － △342

工事負担金等受入額 △1,220 △3,574

特定都市鉄道整備準備金の増減額（△は減少） △3,525 △3,525

固定資産売却損益（△は益） △121 76

固定資産除却損 1,853 2,089

固定資産圧縮損 1,125 3,710

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,066

たな卸資産評価損 316 97

売上債権の増減額（△は増加） △177 △2,611

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,105 △3,165

仕入債務の増減額（△は減少） △1,593 3,511

その他 △1,594 △545

小計 76,236 68,141

利息及び配当金の受取額 1,199 1,197

利息の支払額 △9,284 △8,332

法人税等の支払額 △2,884 △11,594

営業活動によるキャッシュ・フロー 65,266 49,412

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △3,032 △5

投資有価証券の売却による収入 3,190 43

有形固定資産の取得による支出 △70,019 △48,324

有形固定資産の売却による収入 336 647

受託工事前受金の受入による収入 10,900 7,553

鉄道・運輸機構長期前受金の受入による収入 5,358 4,846

その他 357 641

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,907 △34,598



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,256 △9,465

長期借入れによる収入 3,400 3,500

長期借入金の返済による支出 △18,426 △37,774

社債の発行による収入 35,000 50,000

社債の償還による支出 △30,000 △25,000

鉄道・運輸機構未払金の返済による支出 △4,059 △4,157

配当金の支払額 △4,226 △4,600

自己株式の取得による支出 △351 △4,787

その他 △1,132 △744

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,053 △33,030

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,695 △18,216

現金及び現金同等物の期首残高 31,363 31,451

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 25

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,667 13,260



該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

(注) １ 事業区分の方法 
日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しており

ます。 
２ 各事業区分の主要な事業内容 

運輸業…………鉄道、バス、タクシー、旅客航路、索道等の営業を行っております。 
流通業…………百貨店業、ストア業を中心に商品の販売等を行っております。 
不動産業………建物の賃貸、土地及び建物の販売等を行っております。 
その他の事業…旅行業、ホテル業、レストラン飲食業、広告代理業、鉄道メンテナンス業、自動車整備販売

業、金融・経理代行業、園芸・造園業、ビル管理・メンテナンス業、保険代理業及び介護・保
育業等を行っております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  本国以外の国又は地域に所在する連結子会社はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高がないため記載しておりません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  
運輸業 
(百万円) 

流通業
(百万円) 

不動産業
(百万円) 

その他の
事業 

(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

営業収益   

(1）外部顧客に対する営業収益  125,265  173,022  48,619  54,434  401,342  ―  401,342

(2）セグメント間の内部営業収益
又は振替高  2,323  2,132  4,855  16,892  26,202 (26,202)  ―

計  127,589  175,154  53,474  71,326  427,545 (26,202)  401,342

営業利益又は営業損失（△）  22,272  354  9,585  △771  31,440 (△95)  31,536



〔セグメント情報〕 

１ 報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社の

取締役が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行っているものであります。 

当社グループは、鉄道事業をはじめとする運輸業を基軸に、小田急線沿線地域を中心として、流通、不動産、ホテ

ル、レストランなど暮らしに密着した様々な事業を営んでおります。 

 当社グループは、上記の事業内容を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「運輸業」、「流通

業」、「不動産業」の３つを報告セグメントとしております。 

 報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、以下のとおりであります。 
運輸業…………鉄道事業、自動車運送事業、タクシー事業、航路事業、索道業等 
流通業…………百貨店業、ストア業等 
不動産業………不動産分譲業、不動産賃貸業 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：百万円）

(注) １ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを含

んでおります。 
ホテル業、レストラン飲食業、旅行業、ゴルフ場業、鉄道メンテナンス業、自動車整備販売業、ビル管理・メ
ンテナンス業、広告代理業、園芸・造園業、金融・経理代行業、保険代理業及び介護・保育業 

２ セグメント利益の調整額126百万円は、セグメント間取引消去180百万円及びのれんの償却額△54百万円であり

ます。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。  

  

  

当社は、平成22年５月１日を効力発生日とする当社の吸収分割に関する会社法第797条第１項に基づいた当社

株式の買取請求を受け、自己株式を5,889千株、4,605百万円取得しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間において、単元未満株式の買取り、買増等を含め、自己株式は4,777百

万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において9,665百万円となっております。 

  

  運輸業 流通業 不動産業
その他の
事業 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

営業収益 

   外部顧客への営業収益  126,271  166,684  36,749  54,999  384,705  ―  384,705

   セグメント間の内部営業収益 
   又は振替高  2,309  2,283  4,620  15,447  24,660  △24,660 ―

計  128,580  168,967  41,369  70,447  409,365  △24,660  384,705

セグメント利益  22,654  2,285  7,638  87  32,666  126  32,792

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



（参考１）鉄道事業運輸成績（個別） 

   

（参考２）平成23年３月期の連結業績予想 

① 対平成22年３月期実績比較 

４．補足情報

科  目 
当第３四半期 

自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日 

前第３四半期 

自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日 

増減率 

  百万円 百万円 ％ 

 旅客運輸収入 

  定期 33,650 33,396 0.8

  定期外 51,013 50,909 0.2

  計 84,664 84,305 0.4

  千人 千人 ％ 

 輸送人員 

  定期 335,557 331,770 1.1

  定期外 210,342 209,385 0.5

  計 545,899 541,155 0.9

科  目 
平成23年３月期(予想)
自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日 

平成22年３月期（実績）
自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日 

増減 

金額 増減率 

  

営業収益 

百万円

  

百万円

  

百万円

  

％ 

  

運輸業 169,500 168,654 845 0.5 

流通業 224,400 232,648 △8,248 △3.5 

不動産業 62,800 70,044 △7,244 △10.3 

その他の事業 95,000 96,511 △1,511 △1.6 

計 551,700 567,859 △16,159 △2.8 

消去 35,600 37,454 △1,854 △5.0 

連結 516,100 530,405 △14,305 △2.7 

営業利益         

運輸業 23,800 22,279 1,520 6.8 

流通業 2,500 640 1,859 290.4 

不動産業 9,600 10,847 △1,247 △11.5 

その他の事業 △700 △1,716 1,016 ― 

計 35,200 32,050 3,149 9.8 

消去 ― △137 137 ― 

連結 35,200 32,188 3,011 9.4 

経常利益 24,500 20,908 3,591 17.2 

当期純利益 11,500 12,231 △731 △6.0 



② 対第２四半期決算発表時点比較 

  

科  目 
平成23年３月期(予想)
第３四半期決算発表時点 
(平成23年２月10日発表) 

平成23年３月期(予想)
第２四半期決算発表時点 
(平成22年10月28日発表) 

増減 

金額 増減率 

  

営業収益 

百万円

  

百万円

  

百万円

  

％ 

  

運輸業 169,500 169,100 400 0.2 

流通業 224,400 224,700 △300 △0.1 

不動産業 62,800 61,200 1,600 2.6 

その他の事業 95,000 95,900 △900 △0.9 

計 551,700 550,900 800 0.1 

消去 35,600 35,400 200 0.6 

連結 516,100 515,500 600 0.1 

営業利益         

運輸業 23,800 23,500 300 1.3 

流通業 2,500 2,400 100 4.2 

不動産業 9,600 9,400 200 2.1 

その他の事業 △700 △700 ― ― 

計 35,200 34,600 600 1.7 

消去 ― △100 100 ― 

連結 35,200 34,700 500 1.4 

経常利益 24,500 23,600 900 3.8 

当期純利益 11,500 11,500 ― 0.0 
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